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資料５－３ 

汎用スキャンツール普及検討会における取組の課題等 汎用 キャ 普及検討会 おける取組 課題等

１．普及検討会における取組の概要

２. 整備業界の現状 

３．スキャンツールの普及・活用状況 

４ ツールの普及に係る国 自動車メーカー 機器メーカーへの期待と４．ツールの普及に係る国、自動車メーカー、機器メーカーへの期待と

整備業界の今後の課題 

普 促進分科会 お る 普 向 検５．汎用ツールの普及促進分科会におけるツールの普及に向けての検

討すべき事項 



１．普及検討会における取組の概要 

    普及済みツールの状況 

・コードリーダー／汎用ツール／専用機 
  ２万台／     ２万台   ／２万４千台  

    標準ツールのコンセプト

  自動車メーカー 
・技術情報提供の充実 
・整備主任者技術研修 

の支援

 スキャンツールメーカー 
 ・標準ツールの開発 
 ・ツール研修の支援 

標準ツ ルの ン ト

・導入時期の設定、機能スペックの予告 
・自動車メーカー間の機能スペック差異(汎用 
 ツール)の解消 
・信頼性が高い

 の支援

・専用ツールの販売 
・ディーラー相談窓口 
 の充実 汎用スキャンツールの普及(専

業事業者)と標準ツ ルのコン 信頼性が高い

・更新が容易 
・安価で拡張性が高い       行 政：安全・環境 

・情報提供の法令整備 
・点検基準の将来課題の検討  日 整 連：整備業界の短・中期課題

業事業者)と標準ツールのコン
セプト 

点検基準の将来課題の検討 
・排ガス、ＣＯ２対策 
 (ツールの将来利用の検討) 
・不正改造対策 
・車両盗難対策

日 整 連：整備業界の短 中期課題

普及促進のステップ 

 ・ツール普及促進(購入) 

 ・FAINESコンテンツ(整備事 

例の掲載) 充実 加入促進

事業場に対するツール整備技術認定 
 ・整備専業一般事業場(定期点検等) 
 ・整備専業高度整備事業場 
ツ ル活用環境の支援車両盗難対策

  ユーザー ： ”安心入庫“ 
・ユーザーへの周知キャンペーン

 例の掲載) 充実、加入促進

整備診断の標準化 

 ・標準的整備診断方法 

 ・標準的診断費用算定方法 

診断書の発行

ツール活用環境の支援

 ・ツール貸与システム 
 ・振興会技術相談窓口の充実 
大型車のスキャンツールの課題 

乗用車と同等のツ ル環境
専業事業者への 

ユ ザ への周知キャンペ ン
・ＰＲ資料の作成 
・技術認定看板の掲出 
  

・診断書の発行

研修／教育 
 ・整備主任者技術研修 
 ・ツール整備技術認定の研修 

ザ 説明のための研修

・乗用車と同等のツール環境

 
 

新技術支援 
 ・使用過程車 
 ・次世代対応車 
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・ユーザー説明のための研修

 



２．整備業界の現状 

(１)保有台数 全台数７８,８００千台,４０,７９９千台(登録乗用車),１７,４８０千台(軽乗用車)     

 ○登録車 全台数５０,６２９千台,乗用車内訳J-OBD-Ⅱ車８％,１０年超車４0％,１３年超車２２％ 

 ○軽自動車 全台数２６,６５０千台,乗用車内訳J-OBD-Ⅱ車1５％, １０年超車３６％,１２年超車２５％ ○軽自動車 台数 , 千台,乗用車内訳 車 , 年超車 , 年超車

 
 
(２)企業数  72,861  事業場数91,281   
  ・総従業員数⇒ 564,058   

①専業事業場(専・兼業)
 
 ①専業事業場(専 兼業)
 ○事業場数⇒ 71,387  総従業員数⇒ 362,047 
 ○整備要員数262,505 (平均年齢46.4歳) 

※事業場規模別整備要員数 
A1 (2 3人) 116 887 45％ A2 (4 10人 ) 118 513 45％A1 (2～3人)  ⇒116,887：45％  A2 (4～10人 )⇒118,513：45％
B (11～20人) ⇒ 19,395：7％   C   (21～30人) ⇒ 5,151：2％     
D (31人以上) ⇒   2,559：1％    

②ディーラー事業場  
○事業場数 総従業員数○事業場数⇒16,143 総従業員数⇒167,418

○整備要員数⇒114,505(平均年齢32.4歳)  

(３)総整備売上高 

   ・総整備売上高⇒54,671億(前年比94.7％) 

  ①専業事業場⇒26,303億(36,845千円/事業場) 

②ディーラー事業場⇒26 140億(161 931千円/事業場)

引用資料 
・自検協自動車保有車両数(２１年３月末) 
・軽自動車検査協会調べ(２１年３月末) 

 (軽自動車内訳日整連調べ)

２ 

  ②ディーラー事業場⇒26,140億(161,931千円/事業場) (軽自動車内訳日整連調 )
・平成２１年度自動車分解整備業実態調査 
  結果(２１年６月末)  



３．スキャンツールの普及・活用状況 
 
 
 

（ディーラー） ディーラー事業場数 
16 143

メーカー専用スキャンツール⇒約２.４万台 
ディ ラ

整備専業高度技術事業場 

   16,143  ・ディーラー

・整備専業高度技術事業場(認定、協力工場) 

整備専業一般(定期点検等) 事業場 
整備専業事業場数 
   71,387 

汎用スキャンツール⇒約２万台 
・整備専業高度技術事業場 

・整備専業一般(定期点検等) 事業場

 専ら新技術関係を外注する整備専業事業 
⇒ツールは完成検査に活用

ダイアグコードリーダ⇒約２万台 
・整備専業一般(定期点検等)事業場 
新技術外注整備専業事業場

・整備専業 般(定期点検等) 事業場 

⇒ツ ルは完成検査に活用

板金工場⇒ツールは完了検査に活用 

ガソリンスタンド⇒一部点検に活用 

・新技術外注整備専業事業場

・板金工場 
・ガソリンスタンド 

３ 



 ４．ツールの普及に係る国、自動車メーカー、 
機器メ カ の期待と整備業界の今後の課題     機器メーカーへの期待と整備業界の今後の課題

(１)国への期待(１)国への期待 

 ①整備情報提供に関する法令の整備 

 ②整備の電子化等に対応した点検基準等への将来的な課題の検討 

 

(２)自動車メーカーへの期待 

 ①整備事業者に対する整備情報提供の充実 

・整備情報内容⇒修理書 配線図等 使用過程車の点検留意点等  ・整備情報内容⇒修理書、配線図等、使用過程車の点検留意点等

 ②整備事業者に対する技術教育への協力(整備主任者技術指導員研修) 

 ③整備事業者に対する技術相談窓口の充実 

 

(３)機器メーカーへの期待 

 ①整備事業者に対する汎用の安価で拡張機能を有する標準化ツールの開発 

②整備事業者に対するスキャンツ ル教育への協力(事業者認定研修) ②整備事業者に対するスキャンツール教育への協力(事業者認定研修)
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(４)整備業界(整備振興会)の課題 
①整備事業者に対する整備情報の提供(インタ ネ ト情報サイト FAINESのコンテンツ充実) ①整備事業者に対する整備情報の提供(インターネット情報サイト FAINESのコンテンツ充実)

 
 ②標準的整備診断方法の提供等 

・汎用(標準)ツールによる標準的整備診断方法  汎用(標準)ツ ルによる標準的整備診断方法  

  ・整備診断費用の算定方法 

  ・整備診断書(診断レポート)   

 

 ③新技術等の人材教育 

  ・整備主任者技術研修教育(自動車メーカーの協力) 

  ・一般整備(定期点検等)に関するツール整備技術認定教育(機器メーカーの協力)般 備(定期点検等) 関す 備技術認定教育(機器 協 )

  ・高度整備診断に関するツール整備技術認定教育(機器メーカーの協力) 

  ・新技術等の自動車ユーザーに対する整備診断内容の説明方法等の教育 

  

 ④整備専業事業者に対するツール整備技術認定等の提供(診断技術修得の証し) 

  ・一般整備(定期点検等) に関するツール整備技術認定   

  ・高度整備診断に関するツール整備技術認定 
    

 ⑤ツール活用環境の支援 
  ・ツール貸与システムの検討 

５ 
  ・振興会技術相談窓口の充実 



５．汎用ツールの普及促進分科会における 
ツールの普及に向けての検討すべき事項               ツ ルの普及に向けての検討す き事項

(１)標準的整備診断方法の提供等の考え方の整理 

・汎用(標準)ツールによる標準的整備診断方法  汎用(標準)ツ ルによる標準的整備診断方法   

  ・整備診断費用の算定方法 

  ・整備診断書(診断レポート) 
 
(２)新技術等の人材教育のあり方の検討(２)新技術等の人材教育のあり方の検討

  ・整備主任者技術研修教育 

  ・一般整備(定期点検等)に関するツール整備技術認定教育 

高度整備診断に関するツ ル整備技術認定教育  ・高度整備診断に関するツール整備技術認定教育 

  ・新技術等の自動車ユーザーに対する整備診断内容の説明方法等の教育 
 
(３)整備専業事業者に対するツール技術認定等のあり方の検討 

  ・一般整備(定期点検等)に関するツール整備技術認定   

  ・高度整備診断に関するツール整備技術認定 
 
(４)大型車のスキャンツールの活用に向けた課題の整理・検討(４)大型車のスキャンツ ルの活用に向けた課題の整理 検討

    ・大型車の整備は、電子部品等の点検・整備に係るツールの活用が進み、ツールなし 

   の整備が難しくなってきている。大型整備専業事業者より乗用車と同等のツール環境を 

求める切実な要望がある。

６ 

   求める切実な要望がある。

以上 


